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本日は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、
ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解・ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

ただ今から、2014年3月期決算と、2015年3月期の見通しについて、

ご説明させていただきます。
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2014年3月期は、増収、経常利益は増益、当期純利益は減益の決算となりました。

連結売上高は、LNG価格の上昇に伴う、ガス販売価格の上昇などにより、

前年と比べて9.6％増収の1兆5,125億円となりました。

連結経常利益は、ガス事業で営業費用が減少したことや

電力事業利益が増加したことなどにより

前年と比べて17.7%増益の1,060億円となりました。

連結当期純利益は、米国上流事業で減損損失を計上したことなどから、

前年と比べて20.5％減益の417億円となりました。

ガス販売量について、家庭用は、気水温が前年より高く推移したこと
などにより、前年を3.3％下回る21億9,800万m3となりました

商業用・公用・医療用は、ほぼ前年並みの15億2,800万m3となりました。

工業用は、新規需要開発などにより、

前年を2.5％上回る43億2,900万m3となりました。

配当につきましては、前年から0.5円増配の年間9円を予定しています。
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続きまして、12月に修正しました見通しとの対比でご説明します。

連結売上高はほぼ見通し並みとなりました。

連結経常利益は、ガス事業の時期ずれ差損が約100億円拡大したものの

電力事業や関係会社の利益が増加したことなどから、

見通しと比べて6.0％の増益となりました。

ガス販売量について、家庭用および工業用は、ほぼ見通し並みとなりました。

商業用・公用・医療用は、下期の気水温が想定より低く推移したことや、

お客さまの省エネルギーが想定ほど進まなかったことなどにより

見通しを2.8％上回りました。

新規事業拡大投資につきましては、活性炭事業会社Jacobi Carbonsの買収や、

英国水道事業への投資などを行い、投資実行額は1,428億円となりました。
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ただ今ご説明しました、2014年3月期のガス販売実績を

まとめておりますので、ご確認下さい。

大阪ガス個別のガス販売量は、

前年並みの85億2,400万m3となりました。

なお、ご参考資料として、33ページに、ガス販売量の月別の推移を

用途別に示しておりますので、あわせてご覧ください。
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こちらには、2014年3月期の決算数値を

まとめておりますので、ご確認下さい。



7

資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。

自己資本は、利益剰余金の積み上がりに加えて、

為替換算調整勘定が増加したことなどから、

前年を511億円上回る7,989億円となりました。

設備投資は、海外上流開発投資やＬＮＧ船の建造投資の

増加により、前年を111億円上回る1,241億円となりました。

なお、ROAは、前年を0.9ポイント下回る 2.6％、

ROEは、前年を1.9ポイント下回る 5.4％となりました。
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2014年3月期は2009年に発表した長期経営ビジョン・中期経営計画

「Field of Dreams 2020」第1フェーズの最終年でした。

この5年間に、国内エネルギー、海外エネルギー、環境・非エネルギーの

各分野で将来の成長に向けた取り組みを着実に実施いたしました。

但し、収益性目標につきましては、

米国上流事業で減損損失を計上したことなどが影響し、

2014年3月期の目標として掲げたROA3.5％、ROE8.0％の水準を下回りました。



次のフェーズとして、先月発表いたしました新中期計画

「Catalyze Our Dreams」では、「近畿圏エネルギー事業の強化」

「エネルギー事業のエリア拡大」、「次なる『事業の柱』の確立」の

3つの重点テーマに取り組んでいくこととしております。

初年度となる2015年3月期は、経済の回復基調を活かし、

成長市場における事業拡大の取り組みを加速する年、

電力・ガスシステム改革の方向性を踏まえ、

エネルギー事業のさらなる進化に取り組む年

と位置づけています。

これらを踏まえ、特に、ガス事業の強化推進、

次なる「事業の柱」の確立、事業基盤の強靭化に取り組みます。
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2015年3月期の具体的な見通しについてご説明いたします。

2015年3月期は、増収、経常利益は減益、当期純利益は増益の見通しです。

連結売上高は、LNG価格の上昇に伴う、ガス販売価格やLNG販売価格の上昇などを

織り込み、前年と比べて6.1％増収の1兆6,055億円を見込んでいます。

連結経常利益は、ガス事業の時期ずれ差損が解消し差益に転じる一方で、

三重・滋賀ライン、姫路・岡山ラインの開通に伴う減価償却費の増加を織り込んでいるほか、

電力事業や関係会社での減益も織り込み、

前年と比べて5.7％減益の1,000億円を見込んでいます。

ガス販売量について、家庭用では、平年気温を前提としたことにより、

前年を0.8％上回る22億1,500万m3を見込んでいます。

商業用・公用・医療用は、家庭用と同様に平年気温を前提とするとともに、

お客さまの省エネルギー推進の影響を織り込み、

前年を4.4％下回る14億6,100万m3を見込んでいます。

工業用は、前年を0.7％下回る42億9,600万m3を見込んでいますが、

関係会社が行う一部のＩＰＰでの契約満了を受けて、

大口ガス供給から自家使用にカウント方法を変更した影響を除けば、

実質的には前年を上回ると見込んでいます。

新規事業拡大投資は、引き続き積極的に進めることとしており、

1,120億円を計画しています。
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2015年3月期のガス販売見通しを、こちらにまとめております。

大阪ガス個別のガス販売量は、前年を0.8％下回る

84億5,200万m3を見込んでいます。
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こちらには、収支等の見通し数値をまとめておりますので

ご確認下さい。

前提となる原油価格は、1バレル110ドル、

前提となる為替レートは、1ドル105円としています。
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資産・負債項目や、主な財務指標の見通しは、ご覧の通りです。

新規事業拡大投資などの資金需要に対応するため、

有利子負債は、前年を868億円上回る6,604億円となる見通しです。

設備投資は、発電所の建設や、

海外上流案件の開発を進めることなどから、

前年並みの1,280億円を見込んでいます。

ROA・ROEにつきましては、それぞれ前年を上回る3.8％、8.2％を

見込んでいます。
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最後に、フリーキャッシュフローの使途について、ご説明します。

2015年3月期のフリーキャッシュフローは、898億円となる見通しです。

総額1,120億円の新規事業拡大投資の実行を見込んでおり、

これをフリーキャッシュフローと借入金で賄う予定です。

新規事業拡大投資については、

半分弱を海外エネルギー事業への投資に充てる予定です。

既に参画を意思決定している、海外上流案件の開発投資や

ＬＮＧ船の建造投資を中心に計画しています。

このほか、国内エネルギー事業では、

中山名古屋発電所での石炭発電設備の新設を進めるほか、

ライフ＆ビジネス ソリューション事業では、収益不動産の取得などを進めます。

なお、2015年3月期の配当につきましては、前年に引き続き、

1株につき年間9円としたいと考えています。

以上で、2014年3月期決算と、2015年3月期の見通しについての

ご説明を終わらせていただきます。
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